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１．はじめに

　令和３年６月に策定された森林・林業基本計画

のうち、森林の有する多面的機能の発揮に関する

施策では、期待される機能に応じたゾーニング（区

域分け）により、各々の区域において期待される機

能が発揮される適切な森林施業を行うこととされ

ています。林野庁のモデル事業により、ゾーニング

に基づく市町村森林整備計画の事例も増えてきて

いるようです。とりわけ、再造林においては、災害

リスクと収益性によるゾーニングに基づく造林予

定地の選択が健全な森林整備のカギになるとのこ

とです。一方、造林に供する苗木には、従前から「適

地適木」という考え方があり、これもゾーニングと

合わせて森林経営において考慮されてきました。

近年、エリートツリーの開発・普及が進んでいます

が、成長性等が遺伝的に改良されたエリートツ

リーにおいてもこの考え方は引き続き重要なので

しょうか？

２. 成長の早い苗木の検定林への植栽

　林木育種情報の38号の巻頭言にありますよう

に、林木育種センターでは、エリートツリーの選抜

とそれらを用いた次世代育種集団の作出を進めて

います。エリートツリーは、精英樹を親として創出

された成長等の優れた系統です。これらは特定母

樹として普及されるとともに、次世代選抜のため

の交配親に供され、得られた苗木の試験地（検定

林）への植栽が始まっています。今回はこれらの検

定林の中から、前生樹種がそれぞれスギとヒノキ

であった林分に設定した２箇所の検定林におけ

る、植栽後３年間の樹高成長を調査した事例を紹

介します。

３. 適地への植栽で初期保育省力化に貢献

　前生樹種がスギおよびヒノキであった検定林

は、福島県いわき市と茨城県常陸太田市にそれぞ

れ位置しています（以下「前生スギ」および「前生ヒ

ノキ」）。植栽に供した苗木は１年２ヵ月生の実生

コンテナ苗です。３成長期後の樹高中央値は、前生

スギと前生ヒノキでそれぞれ2.8m、1.3mとなりま

した（図）。このように前生スギの林分では４成長

期目以降の下刈りが不要な樹高に達しましたが、

前生ヒノキの林分では従来の森林施業で標準的な

５成長期目までの下刈りが必要な成長に留まりま

した。森林経営にかかるコストは、その大半が初期

保育費であることから、成長の優れたスギエリー

トツリーは、スギ適地に植栽することで森林経営

の収益性の増大に貢献できると考えられました。

４. おわりに

　林木育種センターではスギのほか、ヒノキ、カ

ラマツ、トドマツなど林業種苗法施行令で指定さ

れている樹種のエリートツリー選抜を進めてお

り、今後も種苗の品質向上に貢献していきます。

　本報告の一部は農林水産省戦略的プロジェク

ト研究推進事業（18064868）により得られた成

果です。

成長の早いスギの植栽地での初期成長

　林木育種センターでは、都道府県等からの要請

等に応じて、種苗の増殖や採種園等の造成改良に

関する技術指導を行っています。今回は令和３年

度に実施した技術指導について紹介します。

１．スギミニチュア採種園管理

　３月に、栃木県林業センターの育種担当者と作

業者、認定特定増殖事業者１者を対象にスギミニ

チュア採種園管理の技術指導を行いました。まず、

室内でスギミニチュア採種園の施業サイクル（整

枝剪定による萌芽枝育成→着花促進処理→採種）

や樹形誘導に関する講義を行い、次いで採種園が

造成されている塩野室育種地で実技を行いまし

た。採種木の生育状況にもよりますが、植栽後３年

目にジベレリンを用いて着花促進を行い、翌年に

種子採取ができます。このように植栽後、短期間で

種子生産できるのがスギミニチュア採種園のメ

リットの１つです。

　整枝剪定については、１回目は着果促進前に種

子採取など作業がしやすい高さの調整を目的とし

て、２回目は球果採取後に枝の長さ調整や間引き

などによる採種木の骨格決めを目的として、３回

目以降は球果採取後に樹形の維持と採種量を確保

するための萌芽枝の育成を目的として行うことを

説明しました。今回の対象地は２回目に当たるこ

とから、骨格作りに重点を置き、枝の長さ調整など

の指導を行いました（写真－１）。また、ここで強度

の剪定を行うと採種木の樹勢が衰えたりその後に

着花させる枝が少なくなるなど採種量にも影響を

与えるため注意が必要なことや、剪定やジベレリ

ン処理後に樹勢が衰えるため施肥による回復も重

要であることの説明も行いました。

２．採種園造成管理

　３月、群馬県林木育種場において、群馬県林業試

験場の育種担当者と採種園管理者を対象にスギミ

ニチュア採種園とカラマツ採種園の管理に関する

技術指導を行いました。前者についてはその施業

サイクルや樹形誘導に関する概要説明の後、採種

木を用いて剪定のポイントなどを説明し、後者に

ついては、植栽５年程度の若齢であり採種木を施

肥によって充実させる時期であるため、今後、整枝

剪定作業によって採種木に仕立てるタイミングや

他県の仕立て事例の紹介などを行いました。また、

試験場担当者を対象に、採種園造成時のクローン

配置の設計についてソフトウェアによる作業の説

明を行いました（写真－２）。間伐を想定する場合

など、複雑なクローン配置も短時間で簡単に行え

ることに感心されていました。

３．優良な苗木の安定供給に向けて

　今回は初任職員の方々を対象に技術指導を実施

しましたが、引き続き、各都県の担当者が異動して

も採種穂園から安定的に種穂が供給されるよう、

また、認定特定増殖事業者についても事業を着実

に進められるよう支援していきたいと考えていま

すので、ご要望があれば各都県の担当者を通じて

ご連絡をいただきたいと思います。

（指導普及・海外協力部　指導課　千葉　信隆）

都道府県等への技術指導について

（育種部　育種第一課　山野邉　太郎） 写真－１　実技指導の様子

写真－２　操作方法の説明

図　２つの検定林における植栽後の樹高の推移

　横軸（年次）は植栽時を0年次とし、以降1成長期経過するご

とに年次が1ずつ増加するとしている。山野邉ら（2022）関東森

林研究73:49-52の図を改変。図中の折線は、各個体の樹高の推

移を表し、箱ひげ図の箱の下端、横太線、および上端はそれぞれ

第１四分位、中央値および第３四分位。ひげの上端以上および

下端以下の値は外れ値として扱われることが多い。


